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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日は、ご多用の中、説明会にご参加いただきありがとうございます。
　
私、尾張北部環境組合　計画事業グループの小川と申します。
どうぞ、よろしくお願いいたします。
それでは、「新ごみ処理施設の事業概要及び施設整備内容」につきまして説明させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日ご説明する内容ですが、大きく分けて３点ございます。
１点目は、「ごみ処理施設整備・運営事業の概要」で事業の背景と概要を
２点目は、「施設整備の内容」で施設の詳細を
３点目は、「全体工事計画」で供用開始までの全体を通した工事計画を
ご説明させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はじめに「ごみ処理施設整備・運営事業の概要」ですが、
本事業についてお詳しい方もお見えになると思いますが、ご存じでない方もお見えになると思いますので背景も交えてご説明させていただきます。
「尾張北部地域のごみ処理施設の現状と広域化」からはじめまして、
「尾張北部環境組合の設置」
「２市２町と組合の役割分担」
「事業区域の位置」
「事業概要」
「事業関係者」
「業務工程」
「収集・運搬の通行ルートと受入計画」
の順にお話しさせていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はじめに「尾張北部地域のごみ処理施設の現状と広域化」についてでございます。
・本事業の背景といたしまして、国によるごみ処理広域化を推進する動きを受けて、愛知県では、「ごみ焼却処理広域化計画」を策定しました。その「第２次広域化計画」の中で、犬山市、江南市、大口町、扶桑町からなる２市２町では、現在、稼働しております２か所のごみ処理施設を１か所に統合することとされています。
・既存施設の概要ですが、江南市・大口町・扶桑町のごみ処理を担う「江南丹羽環境管理組合環境美化センター」は昭和５７年１１月に供用開始、犬山市のごみ処理を担う「犬山市都市美化センター」は昭和５８年４月に供用開始しております。
両施設ともに供用開始からすでに４０年経過しており、老朽化していることからも新たなごみ処理施設の整備が必要という状況でございます。



B2 mEitmEEEsnSRE

|I|n|

@ MEMN DERICCHUEERZHHEL. BRI DRI
ICERUFHE 726D k29 F4 AICT EBaRiLERRITHES | 258

@ LibEtE(ICED <228 (RIUt - IEah AT - $k3ZHT)
D C AR DR (G EEFEZZHELTULET,

X HESIE A RNERAEDHEBN;R EZI(CRAYT SFRIEZEDT
i’@?ﬁ@/nil;a‘o\,\‘c [—EREFFHES 1 & LT, A RTHEREARD
— DIEMITSNTULET,

4 /36


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は「尾張北部環境組合の設置」についてでございます。
・ごみ処理施設を１か所に統合する上で、ごみ処理を共同で独立した事業として実施することにより、効率的かつ確実にごみ処理事業を推進し、循環型社会の形成に取り組むため、平成２９年４月に「尾張北部環境組合」を設置しております。
・広域化計画に基づいた２市２町の新ごみ処理施設の整備・運営が尾張北部環境組合の事業目的でございます。
・「組合」という組織ですが、地方自治法において、「一部事務組合」として地方公共団体のひとつに位置付けられており、犬山市、江南市、大口町、扶桑町とは、別の組織でございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は「２市２町と組合の役割分担」についてでございます。
・２市２町の役割といたしましては、「ごみの減量化・資源化」、「収集・運搬」が主な役割でございまして、これらは２市２町の施策により実施されます。
・一方、尾張北部環境組合の主な役割といたしましては、「一般廃棄物中間処理」、「灰の再資源化」でございまして、ごみ処理施設を新たに整備し運営、焼却処理後の灰は、民間企業を活用して資源化いたします。
また、マテリアルリサイクル施設、こちらは不燃ごみ・粗大ごみを破砕し処理する施設ですが、鉄やアルミを回収します。
このように担っている役割が組合と２市２町で異なりますが、連携して事業を推進しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は「実施区域の位置」についてでございます。
事業実施区域は、位置図に示すとおり江南市の北東側に位置し、扶桑町との境に近接しております「中般若町北浦（なかはんにゃちょうきたうら）」、面積は「約３ヘクタール」でございます。
令和３年５月１４日に「尾張都市計画ごみ処理施設（一般廃棄物処理施設）」として江南市によって、都市計画決定されております。
名称は「尾張北部環境組合ごみ処理施設」でございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は「事業概要」についてでございます。
・名称は、「ごみ処理施設・整備運営事業」
・事業主体は、「尾張北部環境組合」
・処理量、施設の能力ですが、「エネルギー回収型廃棄物処理施設、こちらは可燃ごみを焼却する施設で、一日あたり１９４ｔ」、「マテリアルリサイクル推進施設、こちらは不燃ごみ、粗大ごみを処理する施設で、５時間あたり１４ｔ」でございます。
・事業用地は、「中般若北浦地内」
・処理方式は、「全連続燃焼式ストーカ方式」　、詳細につきましては後ほど、「施設整備の内容」で、説明させていただきます。
・事業方式は、「エネルギー回収型廃棄物処理施設はＤＢＯ方式で、設計から建設、施設運営までを事業者に委託する方式でございます。」、「マテリアルリサイクル推進施設はＤＢＭ方式で、設計、建設、事業者に委託し、施設運転は組合が実施する方式でございます。」
・最後に事業期間ですが、「設計・建設期間が、令和５年３月から令和１０年３月」、「その後の運営期間は、エネルギー回収型廃棄物処理施設が、令和１０年４月から令和３０年３月までの２０年間、マテリアルリサイクル推進施設が、令和１０年４月から令和２０年３月までの１０年間」でございます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は主な「事業関係者」についてでございます。
・事業主体は、「尾張北部環境組合」
・設計施工は、「三菱・佐藤・昭和・松岡特定建設共同企業体」で、
・この共同企業体を構成している会社は、
　三菱重工環境・化学エンジニアリング株式会社　中部支店
　佐藤工業株式会社　名古屋支店
　昭和土建株式会社　江南支店
　松岡建設株式会社
　でございます。
・設計・施工監理は、「株式会社エックス都市研究所」
・運営は「尾張北部エコクリエイション株式会社」「重環オペレーション株式会社」
　でございます。


（補足）
「設計施工」については記載の4社が乙型JVで、
三菱重工環境・化学エンジニアリング株式会社が土木建築の設計まで、
佐藤工業・昭和土建・松岡建設が土建工事を甲型JVで対応致します。
三菱重工環境・化学エンジニアリングは契約窓口は中部支店ですが、実務は横浜本社にて行います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は「業務工程」についてでございます。
・令和５年度より、「施設の詳細設計」を実施しておりまして、現在は配管や電気計装設備等の詳細設計を実施中です。
・「建設地の伐採などの準備工事」を令和５年９月に着手し、同年12月末に完了しました。
・建設地の伐採などの準備工事が完了したのち、令和6年1月中旬から2月初めにかけて「文化財保護法に基づく試掘調査」を「江南市」が実施しました。
・試掘調査の結果は、江南市から愛知県の文化財担当部局に報告され、確認の結果、愛知県からは遺物包含層や遺構等の確認はされなかったので、文化財保護法上の手続きは不要との報告を受けました。
・令和６年度6月より「土地造成工事」を実施しました。今年3月で調整池工事も接続は今後ですが一旦終了しました。
・「土木建築工事」、こちらは建物本体関連の工事になりますが、令和６年１２月に着手しました。
・引き続きまして「プラント工事」、こちらはごみ処理施設の機械、電気設備の工事になりますが、令和７年１０月頃に着手を予定しております。
・その後、令和９年度の後半に「試運転」を実施し、令和１０年４月に「供用開始」を予定しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は「収集・運搬等の運行ルートと受入計画」についてでございます。
・収集・運搬は、組合ではなく、２市２の所掌となりますので、２市２町が実施いたします。左の図は、供用開始後の２市２町からごみ処理施設に至る主要なルートを示しております。
 
・収集運搬車両は、各市町より、県道浅井犬山線、主要地方道江南関線、県道草井羽黒線、県道小渕江南線のいずれかのルートを通り施設に至ることになります。
・２市２町内の詳細ルートは、住民の皆様と情報共有を図りながら、今後、収集運搬業者と調整してまいります。
・また、右の表に、「車両台数（環境影響評価書より）」とございますが、令和２年８月に、こちら、すいとぴあ江南で、江南市が環境影響評価に関する説明会を開催させていただいたときにお示しした数字と同様のものとなります。
ごみ処理施設整備事業は、都市計画法の手続きを伴う事業であることから、都市計画決定権者である江南市が、愛知県環境影響評価条例の規定に基づき、環境影響評価の手続きを行っている。（事業者は尾張北部環境組合）
・表は１日あたりの収集・運搬車両台数の想定でございまして、「廃棄物運搬車両、大型、１２０台」とありますのは、「パッカー車、いわゆるごみ収集車が１２０台」ということを示しております。
・「直接搬入車両、大型、３５台」とありますのは、一般家庭からではなく、店舗や事務所などから直接搬入される事業系ごみの車両、「普通貨物車、いわゆるトラックなどが３５台」ということを示しております。
・「直接搬入車両、小型、１３２台」とありますのは、一般家庭から直接搬入される車両、「乗用車、軽トラックなどが１３２台」ということを示しております。
・まとめますと、「合計で１日あたり２８７台」の収集・運搬車両が通行することを想定しております。
・主要ルートの交通量ですが、午前７時から１９時までの１２時間交通量で、9,000台弱から１０，０００台強程度であり、ごみ処理施設供用開始に伴う車両の増加量の影響の程度は小さいものと、環境影響評価では判断しています。
 
・ごみの「受け入れ計画」ですが、年末年始、１２月３１日から１月３日を除き、「月曜日から金曜日は、８：３０から１７：００」、「土曜日は、８：３０から１３：３０」を予定しております。
・一般家庭からの直接搬入車両（乗用車、軽トラック）の受け入れ時間、事前予約制の導入などの詳細は、２市２町と協議して決定していきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は「収集・運搬（繁忙期）の受け入れシミュレーション」についてでございます。
環境影響評価では、収集・運搬車両は、１日あたり２８７台と想定し、車両増加による影響は小さいものと判断しておりますが、ゴールデンウィークや年末など、年に３日程度発生が予想される繁忙期（最大想定で８５０台）でも敷地外に渋滞が発生しないかということをシミュレーションしております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜動画＞を流す。
　繁忙期には、臨時車両スペースを設置しすることに加えて、導入を予定しておりますナンバー読み取りカメラと信号を利用した車両管制システムの活用をすることで直接搬入車両をスムーズに誘導し、繁忙期の１日当たりの最大想定車両台数８５０台（約３０秒に１台が来訪するペース）においても、敷地外に渋滞が発生しないようにいたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、「施設整備の内容」につきまして、
「三菱重工環境・化学エンジニアリング株式会社で今回の施設建設のプロジェクトマネージャーをしております西澤」より説明させていただきます。
よろしくお願い致します。

・初めに 「処理方式と資源化」、
・2点目に 「景観と動線計画」、
・3点目に 「脱炭素と環境保全」、
・最後に 「施設の災害対策」
について説明してまいります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずこちらに示すごみ処理施設の構成とフローの概要を説明します。
プラットホームに持ち運ばれたごみは、ごみピットへ貯留し、ごみクレーンでストーカに投入して燃焼させます。
発生した排ガスはろ過式集じん装置や脱硝反応塔で排ガスをきれいにしたのち、
煙突から排出します。

また排ガスはボイラで熱回収をし、蒸気タービンで発電します。
蒸気タービンの発電量は5720kWであり、場内で電力を使用するのは勿論、
余剰電力は外部へ売り、収入をえます。

ごみを燃やしたときに発生する灰は、ピットに移送後、灰クレーンでトラックに積み込み場外に搬出します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本事業では、ごみの処理方式として循環型社会実現に適したストーカ焼却方式を採用します。
ストーカ方式は、補助燃料なしでごみが自燃するため、低炭素で環境にやさしい方式です。
また、国内の稼働実績が最多の処理方式であり、AIを活用した自動燃焼制御も可能となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また排ガス処理フローは図のように設計しており、国内最高水準の規制値を遵守します。

まずごみの燃焼システムによってDXNs/CO/NOxの発生を抑制します。
ろ過式集じん装置の前段に消石灰や活性炭などの薬品を吹き込み、
ばいじん・水銀・DXNs・塩化水素・硫黄酸化物を除去します。

⑤で示すように
触媒性能の長期維持のために排ガス再加熱器で過熱した後、
触媒脱硝設備でアンモニアによって窒素酸化物を除去します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
排ガス基準は、こちらの表で示すように法規制値に対し赤枠で囲った国内最高水準の基準で管理致します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また排ガス等自主規制値は様々な媒体で発信します。
例えば、
施設で測定している環境情報は、左側の写真は他場所の事例ですが、
屋外の環境モニタリングデータ表示盤でリアルタイムに掲示したり、リアルタイムで測定できないダイオキシン類や水銀は
定期測定結果などを掲示するとともにHPで情報発信していきます。
屋外掲示板は、施設入口と管理棟見学者入口玄関前の２か所に設置予定です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
焼却処理した灰は資源化を図り、記載の3社（東海地方2ヶ所と関東地方1ヶ所）で焼成等して土木資材として有効利用します。
これら企業が実施できなくなった不測の事態でも、関東地方や中国地方の資源化工場でバックアップできるようにしております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
リサイクル推進施設は、豊富な納入実績に基づき資源回収量を最大化します。
破砕機の最適な破砕刃幅の選定や効率的な選別設備の構成とすることで、
高い金属回収率を目指します。


　（※ 回収率は提案書では鉄は90%、アルミは65%を保証としている）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここから景観と動線計画を説明します。
景観は、くらしと環境に寄り添う「水とみどり華やぐエコプラント」をテーマとしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
施設外壁は、尾張北部地方の歴史・伝統を尊重し、籠・竹組をモチーフとして大きくあしらい、木曽川沿いの豊かな自然・文化と融和するランドスケープを意識しました。
アースカラーの建屋と日射を調整する庇がやさしく景観と調和します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、北側の屋上には解放感あふれる屋上デッキを設け、
見学者が団らんに利用できる空間とします。
小学校の先生方からもご要望の多い、社会見学時のお弁当空間としても利用いただけます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて施設内の車両動線について説明します。

ごみ搬入車とピンク色の一般車をエリア分けし、安全を確保します。
また水色の線で示すように、時計周りの完全一方通行でスムーズな車両動線とします。
それでは、収集車のドライバーの視点からの、車両動線動画をご覧ください。(動画)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
施設入口にはデジタルサイネージを設け、施設内の様子を地域に発信します。スロープを抜けたら、一般車両は左折し、ごみ搬入車両のみ工場棟エリアへ直進します。
建物を立体的に有効活用し、このプラットホーム下のトンネルを設けることで、入口から計量棟までの距離を長く確保して、施設外へ渋滞が発生しにくいよう、工夫しています。
トンネルを抜けたら2車線通路を走り、計量機に向かいます。
こちらが計量棟です。(時間が空きそうなので)
計量後にランプウェイと呼ぶ“傾斜路”を登って、“ごみ受け入れ場”であるプラットホームに向かいます。
プラットホーム入口は、自己搬入車とパッカー車で分かれており、入口から動線を分離しています。
プラットホーム内は、緑色で示す自己搬入車用レーンをゾーニングしており、安全にご利用いただけます。プラットホームでごみを降ろした後、ランプウェイを下り、施設を時計周りに周回して施設外に退場します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここから脱炭素と環境保全について説明します。
建築技術によるCO2削減として、「自然エネルギーをそのまま活用する」パッシブデザインと省エネ・創エネ技術の併用による環境負荷低減に取り組みます。
例えば、パッシブデザインシミュレーションを行い庇による夏季の日射の遮蔽、冬季の日射の取得の他、雨水、風、緑化等、環境面でも財政面でもやさしい施設設計とします。
またエントランスにおいては、自然エネルギーを用いて、省エネ・創エネを推進します。


B3 pipRLBERS QBERLIV BT
iRz ERIELU. AEBAN LT BN

<% E2TRELGR

SENRIBEAREDFRERUEDHEEICE T DA ICEDL
[ RIRITAE T EHIRE 1 IC X SR 25 % %%

'F6%1 LWOBZETSHK%

O F—TFEBL T TEMOBHZERE (T F—)-
£RZ=MEIZRIh

Noh 9185 LOBZS58 5

AL RN @S PIRICAEREEIC A 5 T 5L T DS R DEEE T
@ e RFEED FLEtE DK E
RIBREAHH

M RiftzEH T %
SERSNEDR S U R KRB S DR EBRIE

(. BIERS & EERRY NI—IHRICRELERDIL D )

27 /136


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
環境保全コンセプトは、
愛知県が進める「あいち生物多様性戦略2030」の目標達成に向けて、「生物多様性を主流化し、人と自然が共生する施設」を目指します。
「つくる」「まもる」「いかす」「つなぐ」という緑の基本計画に基づき、
・「つくる」に対しては、愛知県の「自然環境の保全及び緑化の推進に関する条例」に基づく「大規模行為届出制度」により、緑地率25%を達成いたします。
この時伐採した木については、展望デッキのテーブルや椅子など可能な限り施設の家具等に再利用いたします。
・「まもる」については、ビオトープ等を通じて「生物の移動空間であるコリドーや生息空間」を創出します。
・「いかす」という点に関しては、地域の専門家に植栽計画に入ってもらい、地元の特長や環境をいかす緑化計画を推進します。
・「つなぐ」に関しては、住民参加型の緑づくりや出前教育などの啓もう活動を実施します。
このように、本施設では「環境保全と生態系ネットワーク形成に配慮した緑づくり」に注力します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
施設設計だけでなく、環境学習・展示においても資源循環を施設全体で考え、啓発する施設を提案しています。3R+Renewableの考えをベースとして、本施設ではRe-stationを啓発コンセプトとします。さまざまな[Re(アールイー)]から始まるものを発見する場所として、訪れる人たちに資源循環を考えるきっかけを提供します。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは展示エリアのイメージです。
啓発展示は、地元教育関係の方との対話を通して質を高めたプログラムとしており、
好奇心を刺激する体感展示としています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
見学空間は大型窓から見られるように考えています。
これらの見どころとなる空間はハイカットガラスとし、
稼働中の機械や中央制御室での監視状況が見られます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここから災害対策について説明します。
まず自然災害のうち水害対策として用地造成について説明します。
こちらは建設予定地の図です。TPは標高を表す記号です。
・水色で示す施設北側の雨水貯水池は計画地盤より低いTP=30.5とし、
 自然流下で排水可能な高さとしました。

赤色で示す特高関連のスペースは、浸水対策として県道浅井犬山線と同一の
TP35.0以上とします。
・また工場棟1階の開口部には～～を採用して浸水対策を行います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、災害時対応についてご説明します。
もしものときに備え、見学者ホールは平常時と災害時関係なく役に立つフェーズフリー設計といたしました。
・平常時は見学引率～～壁面中心の展示空間としています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
施設説明の最後に事業期間中の情報発信についてご説明します。

施設入口にはデジタルサイネージを設け、場内混雑状況や地域広報内容を掲示します。
また災害時のHPは文字中心の低通信負荷モードに移行し、ごみ受け入れ状況など必要情報を提供します。
このように平常時も災害時も住民生活に有用な情報を発信していきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に工事進捗状況のご案内についてです。
・令和５年度の伐採伐根工事着工後、令和５年８月頃より進捗状況を地域の皆様に発信するためのホームページを公開しております。
・ホームぺージは、組合様ホームページHP（www.owarihokubu.jp）からリンクを貼っております。

昨年度からの委員の方を含め、新委員の皆様にもぜひ時々ご覧いただければ幸いです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上説明してまいりました内容により、組合様の基本方針を具現化し、人と自然とが共生する循環型社会に寄与する施設を実現します。
住民の皆様に適切に情報を発信し、二市二町の未来をつくる「地域に誇れる施設建設と運営」のお手伝いをさせていただきます。
今後も引き続きご支援、ご協力のほどよろしくお願い致します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご清聴ありがとうございました。
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